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１．はじめに  
 防災計画において，自然災害の規模・頻度がどの程
度まで想定されるのかといった情報は必要不可欠なも
のである．2011 年の東日本大震災の地震とそれに伴う
津波は，1000 年に一度というクラスの巨大な災害であ
った．日本各地には,こうした長期的な視点で評価する
べき自然災害がある． 
 宮崎平野の津波災害記録のうち，最大級のものは日
向灘沖を震源とする 1662 年に発生した外所（とんとこ
ろ）地震の時に発生したものである．一方，宮崎平野
の沖合の海底ジオスライサー調査においては，約 2000
年前の津波堆積物と思われる地層が見出されている１）．
この津波は，1662 年の津波より大規模のものであり，
陸域にも大きな影響があったと考えられる．そこで，
津波堆積物を見出すことを目的とした調査を宮崎市阿
波岐原町猿野地区において実施した． 
2．調査方法  
 津波堆積物の識別・認定には，地質学的な詳細検討
が必要である．特に堆積学的検討は重要であり，その
検討が実施しやすいジオスライサー調査法はもっとも
一般的な調査手法の一つである．今回用いたものは，
幅 0.4m，サンプルトレイ長 6m及び 4mのステンレス製
ジオスライサーである． 

 採取した地層は，ねじり鎌を用いて表面を整形し，
地層観察を実施した．特に堆積構造，生痕化石等に留
意し，堆積環境の詳細検討を行った．更に，一部の試
料については，珪藻化石の検討を実施した．また，堆
積年代の検討を行うために，堆積物中の植物片等を用
いた放射性炭素年代測定を実施した．その他，テフラ，
土器片等を用いて，堆積年代の推定を行った．  

３．調査結果  
 ジオスライサー調査において，約 15m間隔で４本の 

地層試料を採取した．海側（東側）から AWS-1（浜堤
上，TP5.9ｍ，試料長 3.5m），AWS-2（浜堤間低地 TP4.8m，
試料長 4.0m），AWS-3（浜堤間低地，試料長 1.8m）， 

AWS-4（浜堤間低地，試料長 4.2m）である．そのうち，
AWS -1及び AWS-2において，通常の堆積物とは考えに
くい，イベント性の堆積物が認められたため，その層
相を以下に示す． 

図１ ジオスライサー調査位置図 
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【AWS-1】（土壌）GL0.0～-1.1m： 深度 70cm 付近に
古墳時代（西暦 400～500年）の土器片を含む． 

（イベント性堆積物 1）GL-1.1～-1.65m： 中粒～粗粒
砂層。HCS-mimicsが特徴的．海成珪藻化石を含む。 

（前浜堆積物）GL-1.65～-3.5m： 弱い平行葉理を伴う
中粒砂主体。白斑状生痕（Macaronichnus segregatis）が
密集． 

【AWS -2】（耕作土）GL0.0～-0.20m： 水田の耕作土． 

（イベント性堆積物 2）GL -0.20～-0.25m： 極細粒砂． 

（干潟堆積物）GL -0.25～-0.80m： 中～粗粒の砂層．
生物擾乱顕著， Thalassinoides-Ophiomorphaが密集． 

（前浜堆積物）GL -0.80～-2.20m： 主に中粒砂。白斑
状生痕が密集する．GL-0.80～-1.40mには Ophiomorpha 

isp.を含む． 

（上部外浜堆積物？）GL -2.20～-4.00： 主に中粒砂～
粗粒砂からなる． 

AWS-3は，AWS-2と同様の干潟堆積物を主体とし，も
っとも西側の AWS-4では，淡水～汽水域の放棄流路と
考えられる感潮クリーク堆積物が主体である． 

 白斑状生痕は，前浜下部を示す特徴的な生痕であり，
現在，宮崎海岸においても多数見られる．また，
Ophiomorpha isp.や Thalassinoides isp.は，主にスナモグ
リ類の巣穴である．これらの生痕が含まれる層相は，
干潟堆積物であると判断できる．この干潟堆積物中の
地下茎から，西暦 110 年頃を示す値が得られた．地下
茎が発達するような植物が繁茂している場所は，スナ
モグリ類の生息環境には適さないが，僅かな離水に伴
い混入したと考えられる．つまり，干潟環境は，ほぼ
2000年前の直前であったことが示唆される． 

４．イベント堆積物の特徴 
 今回、イベント堆積物と考えられる地層が２層準で
確認された． 

【イベント堆積物１の特徴】前浜堆積物直上で，堆積
構造として HCS-mimics が見られるという特異なもの
である．HCS-mimicsは，アンチデューンの内部構造と
考えられ，高い営力のもと堆積したものであると考え
られる．高波浪時に前浜は侵食され，高エネルギー下
の堆積物は残らない．また，海性の珪藻化石を含むた
め，洪水のような河川起源の堆積物とも考えにくい．
その堆積年代は，ほぼ 2000年前となる． 

【イベント堆積物 2 の特徴】干潟堆積物と耕作土の間
に僅かに認められる淘汰の良好な砂層からなる．これ 
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は，干潟が離水後に堆積したものであるが，恐らく，
浜堤の一部（砂丘部分）からもたらされたものである．
高潮堆積物の可能性も考えられるが，海岸線から離れ
ているため，状況から判断して津波堆積物であると思
われる． 

５．宮崎平野における 津波調査の意義 
 上述のイベント堆積物 2 は，外所地震に伴う津波で
形成された可能性がある．イベント堆積物１は，過去
に海底で見出された津波堆積物と得られた年代が近い
1)．大分県や高知県においても約 2000 年前の津波堆積
物の連続性が良好であり，より大規模な津波記録であ
る可能性がある． 

 津波記録が乏しい宮崎平野において津波堆積物が見
いだせたことは，宮崎県の津波防災に深く関わる重要
な情報となる．今回報告した約 2000年前の津波につい
ては，不明な点が多い．宮崎県の津波防災を考える上
では，更に調査を進め，情報を蓄積していくことが望
ましい． 

 こうした基礎データを蓄積することは，発生頻度が
低い災害を考慮した防災計画などに活かされるであろ
う． 
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図 3 採取試料の堆積柱状図 
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